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新郷土資料館は、昭和 13 年に竣工した旧公衆

衛生院に耐震補強やバリアフリー化を行い、在

宅緩和ケア支援施設、子育て関連施設、区民協

働スペース等との複合施設として整備する計画

です。改修後は港区指定文化財とする予定です。 

現在は、建物に関わる実施設計の策定が終了

し、工事に向けた準備を進めています。 

また、新郷土資料館の展示や収蔵庫について

も、建物計画と並行して計画を策定しており、

展示造作等の準備を進めています。 

新郷土資料館では、これまでの郷土資料館に

は無かった専用の企画展示室を設けるとともに、

港区の特徴的な大テーマを掲げ、この大テーマ

に基づき展示を展開する、常設のテーマ展示室

を設けます。 

テーマ展示は、「海とひとのダイナミズム」・

「都市と文化のひろがり」・「人の移動と暮らし」

の３つの大テーマで構成されています。 

 

 

 

 

ガイダンス展示では、「歴史を知る」・「地域を

知る」・「建物を知る」の３つのテーマを設け、

港区全体や区内各地域の歴史や地勢、そして旧

公衆衛生院の建物と歴史のあらましを紹介しま

す。また、コミュニケーションルームでは、現

郷土資料館のさわれる展示室に展示しているミ

ンククジラの骨格標本を展示するほか、昔のく

らしを感じることのできる和室空間や洋室空間

を再現し、資料を手に取ってさわったり、音や

匂いなどを体感してもらう展示室として、整備

をします。 

また、収蔵施設では、特別収蔵庫や借用資料

を一時的に保管する一時保管庫、収蔵資料によ

り収蔵環境の異なる収蔵庫を設けます。 

今後、詳細に展示資料を決定していき、これ

まで以上に魅力的で充実した郷土資料館となる

よう、検討を進めていきます。 
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 福沢諭吉の慶應義塾が、芝新銭
しんせん

座
ざ

（現：浜松

町一丁目）から三田（現：三田二丁目）に移転

したのは、明治４年（1871）の正月から３月に

かけてだといわれています。移転の理由は、腸

チフスにかかった福沢が、回復後に芝新銭座の

臭気を気にしたためと伝えられ、移転計画は明

治３年７月ころからなされたようです。 

 同時期、鉄道敷設という芝・高輪地区に大き

な影響を与えた国家事業が始まっています。慶

應義塾の三田移転に関する福沢側の史料には、

鉄道敷設にかかわる記述は全くないといわれて

います。この慶應義塾の移転と鉄道敷設は、本

当に何の関係もないのでしょうか。この点につ

いて、少し検討してみたいと思います。 

 管見の限り、慶應義塾の移転と鉄道敷設の関

係に触れているのは、野村兼太郎「三田購入と

島原藩」（『福沢諭吉全集』第８巻附録）のみです。 

 野村氏は島原藩の史料中に、福沢の屋敷が鉄

道敷設の影響を受けたことにより、島原藩三田

邸が政府によって接収された、とする記述があ

ることを指摘しています。しかし、野村氏はこ

れを「恐らく係りの役人が（島原藩三田邸を）

福沢に与える口実に困って苦し紛れに述べた」

ものとして、慶應義塾の移転と鉄道敷設には、

直接の関係はないと結論しています。 

 ところで、この当時の慶應義塾はどのような

状況にあったのでしょうか。『慶應義塾百年史』

によると、塾生の増加により、塾舎が不足して

いたようです。このため、福沢は近くに建物を

借りて、分校や宿舎を設置しました。 

 このような建物の一つに、「江川長屋」があり

ます。これは、芝新銭座の江川太郎左衛門の屋

敷内にあった裏長屋のことです。これまで「江

川長屋」は、明治３年秋に借用し、翌４年３月

に三田へ移築されたと考えられてきました。 

 「江川長屋」を含む、江川家の屋敷全体の動向

は、「鉄道
てつどう

築造
ちくぞう

書類
しょるい

綴込」
つづりこみ

（東京府文書、東京都公

文書館所蔵）からうかがうことができます。以下、

ここからわかることを見ていきましょう。 

 明治３年４月から５月にかけて、鉄道敷設準

備の測量を理由に、江川屋敷を含む新銭座一帯

の用地接収が開始されます。それにより、江川

家では屋敷地が分断されて不都合がでるため、

屋敷地をすべて返上し、新たな屋敷地を要求し

ました。そして同年５月末の段階で、江川家は

新銭座の地を離れることを決めました。 

 江川家が明治３年12月７日に、東京府へ提出

した書類があります。そこには、屋敷地内の江

川家所有の建物をすべて撤収したこと、福沢に

譲渡した裏長屋が残されていること、そして福

沢がその長屋を年内に撤収する予定であること、

の３点が報告されています。 

 これを踏まえると、「江川長屋」は明治３年秋

の段階で、借用でなく、すでに福沢に譲渡され

ていた可能性がでてきます。「江川長屋」の入手

にあたり、福沢が江川屋敷の移転を知らなかっ

たとは考えにくいのではないでしょうか。むし

ろ、屋敷の移転を前提にして、長屋の入手を図

ったとする方が自然だと思います。 

 そして、「江川長屋」は年内に芝新銭座の屋敷

地から取り払われる予定でした。福沢による三

田用地の取得は明治３年11月ですから、従来の

ように「江川長屋」の移築を明治４年３月とす

るのではなく、明治３年末と考えることも可能

ではないでしょうか。 

 移転計画の開始時期や「江川長屋」の取得な

どを総合的に勘案すると、三田移転の背景には

鉄道敷設が大きく影響しているような気がして

なりません。今後もさまざまな観点から、再検

討していく必要があると思われます。 

慶應義塾の三田移転考 
— 江川長屋の取得と鉄道敷設 — 

竹村 到 
（文化財保護調査員） 
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このたび、交通関連機器を製造していた羽深

製作所の製品や図面などの資料の一部が、経営

者であった羽深隆氏より当館へ寄贈されました。

羽深製作所の主力製品は、バス・鉄道用の方向

幕（行先や路線名、運行区間などを表示するた

めに車両に設置される幕）の巻取器でした。 
ところで、みなさんはかつて芝浦地区が車両

工業の一大拠点であったことをご存知でしょう

か。昭和前期の芝浦地区は、自動車車体、自動

車部品、自動車および電車の修理工場といった

車両工業の工場が集積している地域でした。大

規模なものだけ挙げても、梁瀬自動車株式会社

（現：株式会社ヤナセ）芝浦工場・脇田自動車

工業株式会社（現：ジェイ・バス株式会社の源

流企業の一つ、ジェイ・バスは日野自動車とい

すゞ自動車の国内向けバスの車体設計・開発お

よび部品供給を行っている企業）・後藤車体製造

株式会社・合資会社信濃工場・東京市電気局

（現：東京都交通局）車両工場などがありまし

た。なかでも昭和４年（1929）に芝浦二丁目で

操業を開始した後藤車体製造は、当時東京で最

大規模の車体製造工場で、年間 1000 台近くの大

型バスの車体を生産していたといわれています。 

芝浦地区で新興の車両工業が発展した理由と

して、主に地価と輸送の便の優位性が挙げられ

ます。まず地価については、芝浦地区の大部分

が東京港修築のために実施された隅田川河口

浚
しゅん

渫
せつ

工事で発生した大量の浚渫土砂によって

造成された埋立地であったため、当時の東京市

港湾局により安価で払い下げられていたのです。

また、当時の国産車は品質も十分でなかった上

に、大量生産方式を確立できていなかったこと

により価格競争力も弱かったので、国内の自動

車需要の大半は輸入車によって満たされていま

した（国内メーカーが輸入車に抗しうる生産体

制を確立するのは昭和 10 年代以降）。当時の車

の輸入には、完成車を輸入する場合と、車台（内

燃機関や走行装置などの車の基本構成部分）の

み輸入して国内で車体（走行とは関係のない乗

客や荷物を乗せる車の外形部分）を取付ける場

合がありましたが、いずれの場合も輸入の際に

はある程度分解・梱
こん

包
ぽう

することが一般的であり、

分解されたそれらを組み立てる設備をもつ工場

がどうしても必要でした。東京の臨海部に位置

する芝浦は、航送された自動車部品の搬入にも、

完成した自動車の出荷にも便利だったので、そ

のような工場が次々に開設されました。 
このように、芝浦地区では車両工業が地域的

に集合して工場地帯を形成するにいたったわけ

ですが、このような同一工業の集積は、さらに

その周辺に多くの関連工場を誕生させました。

芝浦二丁目にあった脇田自動車工業に勤務して

いた羽深善作氏（隆氏の父）は、昭和７年に独

立して芝区愛宕町（現：新橋三丁目の一部）で

羽深製作所を創業しました（なお戦後の羽深製

作所は港区外で生産）。方向幕巻取器は、昭和９

年頃に生産を開始したようです。羽深製作所の

方向幕巻取器は、都営バスでほぼ 100％採用さ

れるなど、全国のバス・鉄道で大きなシェアを

占めます。しかし、LED 式行先表示器の普及な

どもあり、平成 15 年（2003）に、羽深製作所は

生産を終了しました。羽深様には、この場を借

りて御礼申し上げます。 

 
芝浦の車両工業と羽深製作所 

小緑 一平 
（文化財保護調査員）

羽深製作所の方向幕巻取器を搭載した都営バス
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 遺跡の発掘調査をしていると、昔の人びとが

土を掘った痕跡が見つかります。その中の１つ

に、縄文時代に狩猟で使われていた陥し穴があ

ります。陥し穴は、その名のとおり、動物を穴

に落として捕まえるものですが、単純に穴を掘

っていたわけではありません。形を見ても様々

なものがあり、穴を上から見た形（平面形）に

は隅が丸い方形や長方形、長楕円形などがあり、

横から見た形（断面形）には鍋形、Ｖ字形など

があります。このように陥し穴の形が多彩な理

由は、獲物となる動物にあわせて形を決めてい

たからだと考えられています。特に、シカを獲

るために作られたとされているＴピット（Trap
トラップ

 

Pit
ピット

）という陥し穴は【写真１】、穴の底へいく

にしたがって幅が狭くなる形をしており、シカ

の脚が穴の底につかないようにし、逃げにくく

する工夫をしています。 
 穴に落ちた動物を逃がさない工夫は、穴の形

だけではありません。陥し穴の底を注意深く観

察すると、小さい穴の跡が見つかることがあり

ます。これは、木や笹で作られた杭などの跡（逆
さか

茂
も

木
ぎ

痕
こん

）で【写真２】、一部殺傷目的のものもあ

ったとされていますが、主に陥し穴に落ちた動

物が杭などに引っ掛かり、逃げづらくなるよう

に作られたものと考えられています。 
 陥し穴の設置場所は、動物の習性を考えて設

置されています。動物の移動ルートになる丘陵

の尾根筋に沿って設置されたり、台地に設置さ

れたりしたもの、湿地で泥浴びを行う動物を狙

って谷の斜面地に設置されたものなどがありま

す。 
 港区で発見された陥し穴は11基です。遺跡別

に見ると、常陸
ひ た ち

下
しも

館
だて

藩石川家屋敷跡遺跡（六本

木三丁目）で１基、石
いわ

見
み

津和野
つ わ の

藩亀井家屋敷跡

遺跡（南麻布四丁目）で３基、長門
な が と

萩
はぎ

藩毛利家

屋敷跡遺跡（赤坂九丁目）で４基、筑前
ちくぜん

福岡
ふくおか

藩

黒田家屋敷跡第２遺跡（赤坂二丁目）で３基と

なります。谷の斜面地に作られた筑前福岡藩黒

田家屋敷跡第２遺跡の３基を除くと、いずれも

台地上に作られています。 
 最後に陥し穴を使った狩猟方法ですが、動物

を穴に追い落とす追い込み猟と、穴に落ちるの

を待ち伏せる罠猟の２つが考えられています。

現在は、罠猟とする説が有力ですが、決着はつ

いていません。みなさんは、どちらだと思いま

すか？ 

 
縄文時代の陥

おと

し穴
あな

 

岡本 康則 
（埋蔵文化財調査員）

る ほ ど ッ ！

考 古 学

な 

写真１ Ｔピットと呼ばれる陥し穴 

（常陸下館藩石川家屋敷跡遺跡） 

写真２ 底に逆茂木痕のある陥し穴 

（筑前福岡藩黒田家屋敷跡第２遺跡） 

逆茂木痕

Ｔピット
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 発掘調査というと縄文時代や弥生時代の遺跡

の調査を思い浮かべる人が多いと思いますが、

港区では江戸時代の武家屋敷跡や寺院跡のほか、

明治時代の遺跡も調査を行うことがあります。 
 江戸時代、武家屋敷地であった虎ノ門二丁目

の武蔵川越藩松平家屋敷跡遺跡は、明治時代の

初めには内務省など国の役所の官舎用地として

利用されました。 
 この遺跡の内務省時代の２基の遺構から、大

型哺乳類の四肢骨などの骨が多量に出土しまし

た。骨は92点あり、これらの大部分は切断され

たり切痕が観察されます。このうち３点は種が

判然としませんでしたが、残りの89点は全てウ

シの骨でした。出土した骨の部位は寛
かん

骨
こつ

・大
だい

腿
たい

骨
こつ

・脛
けい

骨
こつ

・中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

・椎
つい

骨
こつ

・肋
ろっ

骨
こつ

など多岐にわた

り、大腿骨や脛骨などの四肢骨のほとんどが輪

切り状に切断されています。切断には 鋸
のこぎり

状の

刃物が使用されていますが、四肢骨の多くは途

中まで切断された後に折り取るか、割られてお

り、最後まできれいには切断されていません。

部位別に見ると、25点出土した脛骨が最も多く、

14点出土した大腿骨がこれに次ぎます。切断骨

のサイズには規格性がなく、輪切り状の四肢骨

を例にとると、長さ30㎜前後から160㎜程度と大

小さまざまでした。 
 これらの切断骨は、いったい何に使われたの

でしょう？  
古くから、動物の骨は加工されて道具や装飾

品として利用されており、これらウシの切断骨

もサイズや形に規格性があれば何らかの製品の

材料と考えてよいかもしれません。しかし、出

土した切断骨に規格性は認められず、部位も加

工しやすい四肢骨だけでなく、椎骨や肋骨など

多様です。また、切断骨と同じ遺構から出土し

た遺物は、ワインボトルやビール瓶、洋食器な

ど、食関連の器物がほとんどです。サイズ・形

状から製品の材料とは考えにくいこと、食関連

の遺物が共伴していることを考え合わせると、

切断骨は食材である可能性が高そうです。 
ウシの切断骨はこれまでに、中央区明石町遺

跡や港区旗本花房家屋敷跡遺跡の明治時代の遺

構からも出土しています。明治時代の明石町遺

跡は築地外国人居留地、旗本花房家屋敷跡遺跡

は海軍省の施設としてお雇い外国人の宿舎とさ

れた場所です。これらの遺跡から出土した切断

骨の部位もさまざまで、サイズや形状に規格性

はありません。共伴遺物も明石町遺跡ではワイ

ンボトルや洋食器などが多量に出土しており、

当遺跡とよく似た状況です。 
 明治時代の西洋料理書である『西洋料理通』

のスープの部には「吸い物類の根元」となる汁

種（にだし）の製法の一つとして「…牛のむか

ふ脛及び雁鴨等鳥獣の肉骨筋の選びなく煮るな

り…」と書かれています。むかふ（むこう）脛
ずね

と

は脛骨部分であり、当遺跡で最も多く出土した

部位です。「吸い物類の根元」とはいわゆる出汁
だ し

と思われ、ウシのむこう脛や鳥獣の肉や骨、筋

を煮て取った出汁を元にスープを作ったという

ことでしょう。 
出土した切断骨のサイズ・形状に規格性が無

いこと、切断方法の粗さ、ワインボトルなどの

共伴遺物、そして『西洋料理通』の記事を考え

合わせると、これらの切断骨は西洋料理のスー

プの元となる出汁を取るために利用したものと

推察されます。明治時代初めの内務省の官舎で

はどのような西洋料理が出されていたのでしょ

うか。 
このように、暮らしの西洋化は器物からだけ

でなく、出土した動物骨からも読み取ることが

できるのです。 

出土動物骨にみる食の西洋化 
 

山根 洋子 
（文化財保護調査員）
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ホタルは、日本を含めた温帯から熱帯にかけ

て分布し、腹部末端が発光することで知られる

昆虫です。ホタルが光を放ちながら夜空を舞い

彩る、儚
はかな

くも美しい幻想的な光景は、古くから

人々の心を惹
ひ

きつけ、初夏から夏の風物詩とし

て親しまれてきました。近年、伝統的な里山空

間の喪失や環境破壊によってホタルの生息地は

少なくなり、都心では、ほぼその姿を見ること

はありません。江戸時代、ホタルの名所として、

ほたる沢（谷中宗
そう

林
りん

寺
じ

）、落合の姿
すがた

見
み

橋、王子

下通り、小日向竜
りゅう

慶
けい

橋、深
じん

大
だい

寺
じ

が知られていま

したが、かつて、白金にも「玉名川」や「名光」

（那光とも。読みは「めいこう」、「なこう」の

二通り）というホタルの名所がありました。 
玉名川は白金台から白金にかけて流れていた

古川の支流です。水源は玉名の池（玉
たま

縄
なわ

池とも。

現：白金台二丁目２、３番付近）並びに川越藩

松平家抱屋敷内の池（現：白金台二丁目12番付

近）で、途中、三田用水や翁
おきな

池
いけ

用水（現：高輪

一丁目27番、正
しょう

満
まん

寺
じ

境内の翁池から白金一・二

丁目方面へ給水した農業用水）の余水も合わせ

ます。現在の白金台一丁目、八芳園と明治学院

大学の間を縦断するように覚
かく

林
りん

寺
じ

（清
せい

正
しょう

公
こう

。白

金台一丁目１番）の前へ至り、 松
しょう

秀
しゅう

寺
じ

（白金

二丁目３番）の西側から大久保通りに沿って北

に流れ、新古川橋際で古川に合流しました。玉

名川の水源であった玉名の池は、江戸時代後期、

一度埋め立てられて窪地となりましたが、幕末

から明治初年頃にかけて再び池に戻ったようで

す。 
江戸時代の地誌によると、玉名川一帯はホタ

ルの名所と伝えられており、この辺りのホタル

は大きく、とくに光が強いと記されています。

当時の人々は、玉（宝石のこと）の名をもつ川

で育ったホタルは、宝石のように強く光ると洒

落て、玉名川沿いを里
り

俗
ぞく

に名光と唱えました。

玉名川の中流域、松秀寺の裏手から覚林寺、白

金台方面へ向かって上る名
めい

光
こう

坂は、この里俗名

に由来しています。後に名光は白金村の字
あざ

名と

なり、名光（現：白金三・五丁目辺り）、東
ひがし

名
な

光
こう

（現：白金二丁目１～５番辺り）、西
にし

名
な

光
こう

（現：

白金台四丁目辺り）に分かれました。 
 江戸時代の白金は、大部分が諸大名の下屋敷

で、その間に田畑や野原の入り込む自然豊かな

場所でした。明治末期より急速に発展し、台地

上には大邸宅、古川南岸の低地には民家や小工

場が増えていきました。玉名の池は明治末年頃

に埋め立てられ、玉名川も暗
あん

渠
きょ

化しています。

名光坂の道筋には大正から昭和初年にかけて新

たに道路（現：桜田通り）が開かれ、路面電車

が行きかうようになりました。この頃にはすで

にホタルの姿は消えていたと思われます。 
白金台五丁目にある国立科学博物館附属自然

教育園は、今もなお武蔵野の自然がそのまま残

されており、都心では数少ないゲンジボタル・

ヘイケボタルの自生地としても知られています。

かつてはこのような景色が、白金のいたるとこ

ろで見られたことでしょう。現在、玉名川や名

光の辺りは、道路やビル、住宅地となり、ホタ

ルの名所であった面影はありません。景観は大

きく様変わりし、今も残る名光坂にその記憶を

とどめるばかりです。 
 
 
 
 
 
 
 
現在の名光坂（高輪一丁目と白金二丁目の間） 

 
玉名川・名光 

平田 秀勝 
（文化財保護調査員）

港 区 名 所 案 内  
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夏休み体験ミュージアムは、「作る」「動か

す」といった体験を通じて郷土の歴史や文化を

学び、興味を深めることを目的とした講座です。

平成17年度に始まり、これまでに、火おこし体

験や古代のアクセサリー作り、縄文土器作りと

いった先史・古代の暮らしを学んできましたが、

平成28年度は、がらりと趣向を変えて、江戸時

代からの伝統技術である浮世絵版画について学

び、体験する講座を８月２日に開催しました。 
港区域は浮世絵版画との関わりが深い地域で

す。高輪海岸や愛宕山、増上寺などといった浮

世絵版画に描かれた名所が数多くあったという

だけでなく、浮世絵版画の企画・製造・販売を

行っていた「版元」が数多くありました。 
版元とは、書物などの出版元のことですが、

江戸後期から幕末・明治にかけて、特に芝神明

地区（現在の大門の辺り）は挿絵入りの娯楽的

な出版物である「絵草紙」や、浮世絵版画（錦

絵）を製造・販売する版元（絵草紙屋とも呼ば

れました）が軒を連ねていました。つまり、浮

世絵版画の製作は、港区でも実際に行われてい

た伝統技術であり、これを学ぶことは、港区の

歴史の一端に触れることにもなるのです。 
さて、今回講師としてお招きした渡

わた

邊
なべ

章一郎

氏は、大正期に活躍した港区ゆかりの絵師、

川瀬巴
は

水
すい

の作品を手がけたことでも知られる版

元、渡邊木版美術画舗の三代目店主です。今も

巴水の作品の版木を大切に受け継いでおり、時

にその板で「後摺り」を摺ることもあるそうで

す。また、摺師の林勇介氏は、伝統技術を受け

継ぎ、作品制作の担い手として活躍する技術者

の一人です。 
当日の体験ミュージアムでは、渡邊氏の解説

を聞きながら林氏に目の前で実演していただき、

続いて実際に浮世絵の摺りを体験しました。 

題材として準備していただいた作品は、葛飾

北斎の「富嶽三十六景／神奈川沖浪裏」【図１】。

おそらく誰もが知っているのではないかという、

有名な浮世絵版画

です。この絵につ

いても、使用して

いる絵具のことや、

絵師である北斎の

エピソードをお話 
しいただきました。 

参加者は小学校３年生から６年生の10名で、

アンケートによると、「難しかったけれど、普段

できないことをできてとても良かった」「ばれん

でこする時に（力が）弱くて少ししか色が出な

かった」「とてもおもしろく、色がきれいだなと

思いました」「使う道具などについて詳しく教

えてくれて、とても分かりやすく楽しかった」

「先生の教え方がやさしかった」「昔のこと（江

戸時代）を身近に感じられるようになった」「浮

世絵の歴史や描き方、初めて知ったことがたく

さんありました。これを機に浮世絵や江戸時代

について調べてみたいです」など、大変好評で、

充実した内容の講座となりました。 
実際に、専門の方から話を聞いたり、体験し

て学ぶことは、理解や興味がさらに深まる絶好

の機会です。 

 

夏休み体験ミュージアム 

「浮世絵版画を摺ってみよう！」開催 
小澤 絵理子 

（文化財保護調査員）

摺っている様子 

図１ 

す
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事業報告（平成28年３月～９月） 

①コーナー展「港区遺跡展―最近の発掘調査から―」 １月22日～５月18日

②資料館講座「日本鉄道史と新橋駅」（全３回） ２月26日・３月４日・11日

③親子学習会「日本庭園にふれてミニミニ石庭 

 （枯山水）を作ってみよう！」（全２回）       ３月12日・26日

④コーナー展「新収蔵資料展」 ５月20日～９月14日

⑤古文書講座（全５回） ７月１日・８日・15日・22日・29日

⑥夏休み体験ミュージアム「浮世絵版画を摺
す

ってみよう！」 ８月２日

⑦港郷土資料館･東京海洋大学マリンサイエンスミュージアム（水産資料館）連携事業 

夏休み学習会「～東京湾 自然と人～ 海の恵みと人びとの暮らし」（全２回） ８月17日・18日

事業予定（平成28年10月～） 

 

 

 

 

 

コーナー展 

･｢平成28年度指定文化財展」 11月 18日（金）～12月14日（水）

･｢港区遺跡展―最近の発掘調査から―」 12月 16日（金）～平成29年５月17日（水）

講 座 な ど  

・土曜体験教室「古代のアクセサリーを作ろう！」 

 11月26日・平成29年１月28日・２月18日・３月４日 

・親子学習会（全２回、土曜日） 平成29年３月（予定）

・各事業の詳細については、『広報みなと』や郷土資料館ホームページをご覧になるか、もしくは当館ま

でお問い合わせください。 

・当館の刊行物の一覧がホームページに掲載されています。販売は、展示室横の事務室のほか、郵送での

販売も受け付けています。詳しくは、当館までお問い合わせください。 

★資料館講座「豊臣時代の徳川家康」を開催します。 

 今年は徳川家康没後400年にあたります。現在の港区域の開発は、豊臣秀吉による小田原征伐のあと関

東に入った家康により始められました。本講座では、豊臣時代の家康について多角的に学びます。 

 日時：①11月４日、②11月11日、③11月18日  いずれも金曜日の18:00～19:30 

 会場：三田図書館３階 集会室    定員：３０名（要事前申込み） 

 申込方法などの詳細については、『広報みなと』10月11日号、当館HPに掲載します。 

『資料館だより』第７8号 

平成28年（2016）９月30日発行

編集･発行 港区立港郷土資料館
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港区立港郷土資料館の利用案内 
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